小課題5.1
　文科省申請のもとになる資料です。小課題・中課題の単位で内容を調整したうえ、下記の項目を全員が記入し、必要資料を添えて提出をしてください（→小課題・中課題リーダー・久田・相田に提出）。
１．氏名・所属（本人）：長澤、山下て（＋村上＋山下哲？）
２．研究課題：5.2)震災時における医療・福祉等施設の機能維持に関する研究
３．研究内容（1000字程度、専門外にも分かりやすい図表・写真などを含める）：保健医療施設の発災時における機能分担の検討を始め(1)，人的あるいは建築的機能(2)を評価すると共に，震災による地域での被害（一般の建築および人：時刻・季節別）を想定し(3)，それに基づく被災者数（重症度別）および受療行動（時刻・季節別など）を検討する(4)。

４．当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割：上記の検討に基づき，発災前の図上演習や防災訓練の企画・実施を行うと共に，PDCAサイクルによる広域情報共有システムあるいは都市機能の速やかな回復を可能にする協働体制作りを行う。

５．本年度に得られた成果：予備調査を実施し，本調査に向けたアンケート／ヒアリングの検討を行った
６．成果の公表実績（本年度の大会発表、査読付き論文等への投稿など）：該当無し
７．２００９年度に使用・使用予定の研究費と内容：GISソフトを購入した。その操作方法・動作確認などを行っており，アンケートから得られた震災時に利用される医療施設の需要を予測する手法を検討している
８．次年度以降の年次計画：

　２０１０年度：新宿・八王子の両地区における，医療施設を中心としたボロノイ領域内の医療・福祉等施設の人的あるいは建築的機能の評価を行い，これに基づく機能分担を定める(1)(2)。
　２０１１年度：上記で定めた医療施設中心のボロノイ領域内人口（時間帯別など），被害予測（建物・被災者数・道路網など）を明らかにする～(3)(4)
　２０１２年度：領域内医療・福祉等施設の構造・設備の耐震性能を評価すると同時に，医療・福祉等施設におけるBCPを策定する。
　２０１３年度：WHO東南ｱｼﾞｱ事務局などと協力し，東ｱｼﾞｱ人口密集都市部（中国・台湾など）での事例について，上記の手法を適用して，各国の研究者と協働して検討する。
　２０１４年度：引き続き，各国の研究者と協働してBCPを策定する。また最終年度にあたり，「震災」にとどまらず，人口過密都市の災害時医療機能維持に関する研究拠点を，WHO東南ｱｼﾞｱ事務局や東ｱｼﾞｱの研究者の協力を得て設立する。
（以降については，別添の昨年度末に記入したシートを参照下さい）

９．主な業績（最近５ヶ年において発表した主な学術論文（掲載された雑誌名を必ず記載してください。ただし、口頭発表は含みません。）、学術研究著書を研究者ごとに発表年次順に記入してください。構想調書作成上の留意事項を参照し、研究プロジェクトに関連する業績を記入してください。）：発表論文名・著書名、発表年月日、レフェリー（査読）付き論文の有無




１０．期待される成果と公表計画（次年度以降の、の査読付き論文等への投稿計画など）

１１．学外研究者：所属・職、研究者名、研究プロジェクトにおける研究課題、当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割、を記入

１２．　協力機関：機関名、期間、担当者（氏名・所属・連絡先）


１３．科学研究費補助金の申請・採択状況：平成19年度及び平成20年度に採択されたものについて、年度、研究種目、研究課題名、研究者名（代表・分担の別）、採択金額（千円）（採択された課題のみ）を記載
１４．科学研究費補助金以外の研究費補助金等（文部科学省以外の官庁等、特殊法人、地方公共団体からの補助金及び委託費を含む）の受け入れ状況（平成19年度及び20年度に100万円以上受け入れたものについて、年度、研究費配分機関名、補助金等の名称、研究課題名、研究者名、補助金等額（百万円）を記載
１５．研究設備（１個又は１組の価格が５００万円以上、本事業費で申請予定のもの）：整備年度、研究設備名、主な使用目的、事業計画額（千円）、見積もり・システム図など補足資料をつける

１６．その他の研究装置・設備の概要（EEC/Post EECや私学研究助成などで既に整備されており、本プロジェクトで使用予定なもの）： 整備年度、研究装置・設備名、主な使用目的

